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1市民の皆さんとともに

生きた川の流れる街づくりを

生
活
排
水
対
策
指
導
員
制
度
を
開
始

川
の
汚
れ
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
生
活
排
水
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

き
れ
い
な
川
の
復
活
を
目
指
し
、
市
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
河
川
の
浄
化
を
進
め
る
た

め
、
生
活
排
水
対
策
指
導
員
制
度
を
始
め
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
で

は
、「
生
き
た
川
の

流
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

川
に
き
れ
い

な
水
を
復
活
さ
せ

る
た
め
、
き

ま
ざ
ま
な
河
川
浄

化
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
川
の
汚
れ
の
原
因

の
約
九
〇
%
は
、
台
所
、
ふ
ろ
、

洗
濯
、
浄
化

槽
排
水
と
い

う
よ

う
な
「
生
活
系
排
水
」
で

す
。

市
も
、
下

水
道
の
整
備
や
河

川
の

水
を
き
れ
い
に
す
る
施
設

を
設
置
す
る
な
ど
、
河
川
の
浄

化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
川
の

水
を

き
れ

い
に

す

る
た
め
に

は

、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
積
極

的
に
生
活
排
水
対
策
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
一

体

と
な
っ
て

浄
化
対
策
に
取
り
組

む
た
め
、
市
は
今
年
度
か
ら
「
生

活
排
水
対
策
指
導
員
制

度
」
を

設
け
ま
し

た
。

生

活

排

水

対

策

指

導

員と

は

生
活
排
水
対
策
指
導
員
は
、

市
民
の
代
表
と
し
て
、
市
か
ら

与
え
ら
れ
た
活
動
で
は
な
く
、

自
分
の
判
断
で
各
地
域
で
独
自

に
水
環
境
問
題
に
関
す
る
情
報

の
収
集
や
提
供
を
行
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
地
域
の
意
識
や
情
報
・

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
、
市
と
の
相

互
研
修
会
等
を
通
じ
て
市
に
提

供
し
て
も
ら
い
、
市
の
水
環
境

政
策
の
立
案
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

皆

さ
ん
一
人
ひ

と
り
の

ご
協

力
を

今
回
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
対
象
地
域
か
ら
、
八
人
の

方
が
生
活
排
水
対
策
指
導
員
に

選

ば
れ
ま
し
た
が
、
本
当
は
市

民
の
皆
さ
ん
全
員
に
生
活
排
水

対
策
指
導
員
に
な
っ
て
い

た
だ

か
な
け
れ
ば
、「
生
き
た
川
の

流

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
で

き
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

皆
さ
ん
に
も
、
自
分

が
生
活

排
水

対
策
指
導
員
に

な
っ
た
つ

も
り
で

、
水
環
境
に
関
心

を
持

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

水
に

関

す
る

情

報
や

ご
意

見

、
ま
た
は
、
こ

の
指
導
員
制

度
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
質
問

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

近
く
に
生
活

対
策
指
導
員
が

い

る
人
は
、
指
導
員
に
積
極
的

に

ご
意
見
や
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鬩

生
活
環
詭
課
生
活
環
境
係 き れいな川では水遊びもできます(南部のせせらぎ)

川は私たちの心を豊かにしてくれます

表1 生活排水対策指導員(敬称略)

地 域 名 氏 名

高塚新田

岡 田 木久司

山 室 浩

張 替 勝 雄

渡 来 進太郎

松 飛 台
鹿 島 正 利

佐久間 末 吉

串崎新田 山 田 ・ 江

五香六実 高 橋 外志江

表2 河川汚濁原因(BOD として)栗山浄水場を見学する生活排水対策指導員の皆さん

生活排水対策指導員から一言

今
回
、
水
道
の
浄
水
場
や
下
水
の
終
末
処
理
場

を
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ふ

だ
ん

何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
陰
で
、
水
を
き
れ
い
に

す
る
た
め
に
大
変
な
労
力
が
費
や
さ
れ
て
い

る
こ

と
を
知
り
、
あ
ら
た
め
て
川
の
水
を
汚
さ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

私
一
人
の
力
で
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

串崎新田

山田 盈江さん

絵
本
が
出
来
上
が
っ
て
喜
ん
で
い
る
千

広
さ
ん

わ

た

し

の

夢

清水千広さん(小金北小学校3年)

私はお話を書くのがすきです。今、五さっ

めを書いています6 これからもいっぱい書い

て童話集にしたいです。今は、二人の友だち

が読んでくれます。大きくなったら、たくさ

んの人に読んでもらうのが夢です。
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は

松
戸
花
火
大
会
で
真
夏
の
夢
体
験

恒
例
と
な
っ
た
松
戸
花
火
大

会
が
、
8

月
8
日
出
に
江
戸
川

河
川
敷
で

行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
一
万
発
の
花
火
が
、

夏
の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
皆
さ

ん
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い

。

日
時
・
:
8
月
8
日
出
午
後
7

時
3
0分
～
9

時
〔
雨
天

・
荒
天

の
場
合
は
1
5日
出
に
延
期
〕

会
場
…
松
戸
商
工
会
議
所
先

の
江
戸
川
河
川
敷
(

松
戸
駅
西

口
か
ら
徒
歩
七
分
)

内
容
…
打
ち
上
げ
花
火
・
仕

掛
け
花
火
な
ど
一
万
発

交
通

規
制
に

ご
注
意
を

当
日
午
後
6
時
3
0分
～
1
0時

の
間
、
会
場
周
辺
で
は
交
通
規

制
を
実
施
し
ま
す
。
規
制
区
域

は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

※
交
通
規
制
標
識
、
交
通
係
員

の
指
示
に
は
必
ず
従
つ
て
く

だ
さ
い
。
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
や
自
転
車
で

の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

蠢
松
戸
花
火
大
会
実
行
委
員
会

昔
6
4
-
3
1
1
7番

マナーを守りましょう

①危 険 区域 には 絶対 に

入 らな い よう にし ま

し よう 。

②警 備員 の 指示 には 従

いまし よう 。

③ 幼児 には 住所 ・氏 名

入り の名 札を 付け ま

し よう( 迷子 は大 会

本 部 の 迷 子 救 護 所

へ)。

④ご み は各自 で 持ち 帰

りましょう。

参議院議員選挙終わる
市内の投票率は39.42%

7
月
2
6日
、
参
議
院
議
員
選

挙
の
投
票
が
、
市
内
で

は
九
十

七
ヵ
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

千
葉
県
選
挙
区
選
出
議
員
に

は
、
井
上
ゆ
た
か
氏
、
赤
桐
操

氏
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

松

戸
市

の

選
挙

結
果

〈
当

日
有

権

者
数
〉

男
-

一
七
二

、九
九
二
人

女
-

二
(
七

、四
四
一
人

計
-

三
四
〇

、四
三
三
人

〈
投

票
者

数
〉

男
-

六
八
、七
〇
一
人

女
-

六
五

、四
九
四
人

計
I

一
三
四
、
一
九
五
人

〈
投
票

率
〉

男
丿

三
九
・
七
一
%

女
1

三
九

こ
I
%

平
均
上

二
九
・
四
二
%

〈
選
挙
区
候
補
者
別
得
粟
数
〉

井
上

ゆ
た
か
氏

五
五
、
六
五
五
票

赤
桐

操
氏

三
七
、
〇
〇
一
票

古
田

秀
樹
氏

一
七
、
五
六
〇
票

人
見

や
す
ゆ
き
氏

四
、
五
九
三
票

大
塚

ゆ
き
お
氏

三
、
一
八
四
票

道
岡

宏
有
氏

一
、
五
四
二
票

田
所

健
治
氏

七
九
九
票

茴
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

花
火
大
会

交
通
規
制
図

楽しい花火

正しく遊ぼう

夏
の
夜
、
き
れ
い
な
星
空

の
下
で
家
族
で
花
火
。
し
か

し
、
誤
っ
た
遊
び
方
や
不
注

意
か
ら
、
や
け
ど
や
火
災
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

花
火
遊
び
に
も
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。

大
人
と
一
緒
に
次
の
ル
ー

ル
を
守
っ
て
楽
し
く
正
し
く

遊
び
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た

り
、
燃
え
や
す
い
物
の
近

く
で
し
な
い

②
燃
え
か
す
は
、
水
の
入
っ

た
バ
ケ
ツ
に
捨
て
る

③
風
の
強
い
と
き
に
は
、
や

ら
な
い

④
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、

の
ぞ
い
た
り
し
な
い

黯
消
防
局
救
急
防
災
課
容
6
3

-
1
1
1
1
内
線
2
1
7
番

無

限

で

は

あ
り

ま

せ

ん

大
切
り
水
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

市
民
の
皆
さ
ん
が
使
う
水
道

水
の

多
く
は
、
江
戸
川
の
水
を

流
山
市
に
あ
る
北
千
葉
広
域
水

道
企
業
団
北
千
葉
浄
水
場
で

、

浄
水
処
理
さ
れ
た
も
の
で
す
。

江
戸
川
源
流
の
利

根
川
上
流

に
は
ダ
ム
群
が
存
在
し
て
い

ま

す
が
、
首
都
圏
の
水
需
要
を
賄

う
に
は

、
ま
だ
足
り
な
い
状
態

で

す
。

取
水
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、

ダ
ム
に
よ
り
河
川
水
量
を
確
保

し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
ダ

ム
建
設
に
は
、
長
い

年
月
と
膨

大
な
資
金
が
必
要
で
す

。

今
後
数
年
間
は
、
ダ
ム
完
成

の

予
定
が
な
い
た
め

、
取
水
量

を
増
や
す
の
は
難
し
い
状
況
で

す
。夏

の
間
は
、
水
が
不
足
し

が

ち
で
す

。

一
人
ひ

と
り
の

節
水
が
積
み

重
な
っ
て

、
大
き
な

節
水
が
で

き
ま
す
。

河
川
を
汚

さ
な
い
こ

と
は
も

ち
ろ
ん
節
水
を
心
掛
け
、
水
を

大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

蠢
県
営
水
道
=
県
水
道
局
松
戸

営
業
所
容
6
8
-
6
1
4
1
番
、

市
営
水
道
=
市
水
道
部
庶
務
課

お願いします こんなこと

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

8
月
3
1
日

㈲

午
後
1

時
か

ら

会
場

教

育

委

員
会

教

育

長

室

茴

教

育

委

員
会

庶
務

課

秘

書
係

容
6
6
1
7
4
5
5

番

運

転

免

許

セ

ン

タ

ー

・

警

察

署

の

窓

口

は
8

月

か

ら

土

曜

日

が

休

み

に

な

り

ま

す

運

転

免

許
セ

ン

タ

ー

・

警
察

の

窓
口

は

、
8

月

か

ら

完

全
週

休

二

日

制
の

実

施

に

伴
い

、
毎

土

曜

日

が

休
み

に

な

り

ま
す

。

運

転

免

許
セ

ン

タ

ー
で

は

、

日

曜

日
の

業
務
(

免

許
の

更

新

の

み
)
は

引
き

続
き

行
い

ま
す

。

蠢

松

戸

警

察
署
'
。
6
9
-
0
1
1

0

番

、

松

戸

東

警

察

署

容
4
9

-
0
1
1
0

番

児

童

扶

養

手

当
8

月

期

分

が

支

給

さ

れ

ま

す

郵

便
局

、

銀

行
と

も
8

月
1
1一

日

㈹
か

ら

、
8

月

期
分

が

支

給

さ

れ

ま
す

。

熈

援

護

課

援
護

係

平
成
4

年
度

児
童
扶
養
手
当
・

特

別
児

童
扶

養

手
当
現

況
届

の

受

け
付

け

今
月
初
旬
に
、
平

成
4
年
度

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
現
況
届
を
送
り
ま
す
。

受
付
期
間
内
に
提
出
が
な
い

場
合
は

、
年
内
に
支
給

が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で

、
ご
注
意
く

だ
さ
い

。

受
付

期
間

…
8

月
1
1
1
1

一
日

㈹

~
9

月
1
0日
團

茴
児
童
扶
養
手
当
=
援
護
課
援

護

係
、
特

別
児

童

扶
養

手
当

=
し

あ
わ
せ
課
給
付
係

児

童
扶

養
手

当
受

給
世

帯
の

J
R

通

勤
定

期
乗

車
券

特
別

割
引

制
度

平
成
4
年
4

月
か
ら
次
に
該

当
す
る
人
は
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

①
母
お
よ
び
母
の
扶
養
を
受

け
て
い
な
い

人
②
通
勤
手
当
が

全
額
支
給
さ
れ
て
い
る
人

熈

援
詭
課
援
護
係

納
期
を
守
り
ま
し
よ
う

・
市
・
県
民
税
(
第
二
期
納
期
限
)
…
8
月
3
1日

・
特
別
土
地
保
有
税
…
8

月
3
1日

・
事
業
所
税
…
6
月
決
算
の
法
人
と
6

月
中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増
築
し
た
建
築
主
は
、

8
月
が
申
告
納
付
月
で

す
。

・
国
民
年
金
保
険
料
…
8

月
分

・
国
民
健
康
保
険
料
(
第
三
期
納
期
限
)
…
8

月

3
1日

早
め
に
納
付
(

納
入
)
お
願
い
し
ま
す

安全確実な口座振替を

放
送

大
学

学
生

募
集

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

ー
ラ

ジ

オ
を
通
じ
て

自
宅
で

学
習
で
き

る
教
養
学
部
の
大
学
で

す
。
十

八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
入

学
で
き
ま
す
。

募
集
要
項
ハ
ガ
キ
か
電
話
で

請
求
し
て
く
だ
さ
い

。

匣
8

月
1
5日
出
ま
で
に

、
〒
2
6
1

千
葉
市
美
浜
区
若
葉
一
丁

一
一

放
送
大
学
本
部
(
四
0
4
3
-
2
7
6
-

5
1
1
1

番
)

へ

障
害
者
に
理
解
を
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

シャワーは、こまめに止めて

じゃ口の開閉もこまめに

洗濯は、ためすすぎで

ふろの水も、再利用

歯磨きは、コップに水をくんでから

洗車は、バケツ洗いで



今年こそ肥満とさよなら

秋のスリムコース予約案内

対
象
・
:肥
満
者
ま
た
は
肥
満

傾
向
に
あ
る
人
で

、
当
セ
ン

タ

ー
の
健
康
増
進
指
導
コ

ー
ス

を

受
け
た
人
(

受
け
た
こ

と
の

な

い
人

、
受
け
て
か
ら
一
年
以

上

経
過
し
て
い
る
人
は
再
度
受
け

て
く
だ
さ
い
)

匣
8
月
1
5日
出
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン

タ
1
a
6
5
-
5
5
8
8番
へ

多
く
の
方
々
か
ら

貴
重
な
寄
付

を
い
た
だ
き

、
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
す

。

皆
様
の
寄
付
は

、
ご
趣
旨
に
沿

っ
て

使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

福
祉

関
係
へ
・
:
本
間
政
子
、
江

戸
川
学

園
豊
四

季
専
門
学
校
、
東

葛
創
友
会

、
す
み

れ
ダ
ン

ス
サ

ー

ク
ル
、

松
戸
建
築
組
合
、
松
戸
み

ど
り
幼

稚
園
P
T
A

、
千
草
流
千

草
会
、

神
山

栄
子

、
中
小
企
業
家

同
友
会

松
戸
支
部
チ

ャ
リ
テ
ィ

ー

ゴ
ル
フ

実
行
委
員
会
、
高
橋
光
雄
、

味
華
、
松
戸
名
人
会
、
菰
田
信
美
、

松
戸
た

ば
こ

商
業
協
同
組
合
婦
人

部
、
木
内

良
子

、
き
よ
し
ヶ
丘
四

丁
目
す
み

れ
会
、
池
田
自
動
車

㈱
、

松
戸
木
材
同
業

組
合

、
浄
安
寺
婦

人
部
橘
会

、
虹
の
街
町

会
ド
ッ
チ

ボ

ー
ル

部
、
ゆ
う
か
り

手
工
芸
文

化
の
会
、

新
和
会

、
福
祉
バ
ザ
ー

主
婦
代
表
、
心

臓
血

管
患
者
の

会
、

稔
台
盆
栽
愛
好
会

、
ガ
ー
ル

ス
カ

ウ
ト
千
葉
二
十
団
・
加
藤
薫
会
社

中
、
飯
野
一
昭

、
立
正

佼
正
会
松

戸
教
会
上
本

郷
支
部
、
京
葉
ガ
ス

㈱
松
戸
支

社
、
松
戸
市
建
設
業
協

会
、

根
本
千
代
子

、
宮
内
俊
治
、

仙
倫
理
研

究
所
東
葛
支
所
松
戸
地

区

、
け
や

き
庵

、
加
藤
孝
、
家
庭

婦

人
ソ

フ

ト

ボ

ー
ル
チ

ー
ム

寒

風

、
ニ
ッ
ト

サ
ロ
ン

ゆ
あ
さ
、
中

原
明

枝
、
横
山
た
け
、
㈱
浅
野
工

務

店
、
上

国
興
業
㈱
・
上
国
興
業

㈱
協
力
会

一
同
、
N
T
T

松
戸
支

店
・
レ

デ
ィ
ス
モ
ニ

タ
O
G

会
「
ゆ

う
か
り
会
」
、
松
戸
市
青
果

物
商
業

協
同
組
合
、
仁
王
会
、
酒
井
寶
祐
、

秋
葉
澄
夫
税
理

士
事
務
所
、
太
陽

会
、
齟
千
葉
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
松
戸
支
部
、
松
戸
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
㈱
大
竹
興
業
、

㈲
杉
浦
商
店
、
中
央
若
杉
会
と
き

わ
平
支
部
、
楢
原
建
設
㈱
・
楢
原

建
設
㈱
功
友
会
、
平
林
看
護
婦
家

政
婦
紹
介
所
、
松
戸
芸
術
舞
踊
協

会
、
明
治
神
宮
崇
敬
会
、
㈱
海
老

澤
工
務
店
・
海
進
会
、
松
戸
医
師

会
常
盤
平
地
区
桜
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

同
好
会
、
松
戸
地
区
同
盟
、
松
戸

市
編
物
文
化
協
会
、
瑞
慶
山
茂
、

㈲
コ
マ
ノ
設
備
、
馬
場
計
子
、
㈱

に
じ
ゅ
う
い
ち
、
日
本
新
舞
踊
家

元
協
会
、
小
板
橋
和
治
、
松
戸
市

傷
痍
軍
人
会
、
㈱
山
野
辺
建
設
一

同
・
山
野
辺
建
設
協
力
会
一
同
、

銚
子
商
工
信
用
組
合
信
友
会
、
松

戸
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
目
黒

常
信
、
北
九
州
建
設
㈱
、
寺
島
賢

二
、
松
戸
競
輪
労

働
組
合
、
幸
陽

紙
業
㈱
幸
友
会

、
愛
媛

県
青
果
農

業
協
同
組
合

連
合

会
・
千
葉
県
中

央
青
果
㈱
、

㈱
ダ
イ
エ

ッ
ク
ス

、

松
矢
会
、
井

関
鈴
江
、
笹
川

則
子

、

日
東
工

芸
㈱
、
㈱
千
葉
三
越

、
セ

イ
コ

ー
電
子
工

業
支
部
高
塚
地
区

支

部
・
セ

イ
コ

ー
電
子
工
業
労
働

組
合

共
済
部
、
肋
日
本
盆
栽

協
会

松
戸

支
部
、
森
川
み
ど
り

、
麻
田

尚

美
、
川
本
幸
男
、
鈴
木

千
鶴
子
、

㈱
三

菱
銀
行
松
戸
支
店
一
同

、
増

田
正

直
、
中
道
修
、
下
山
税

務
会

計

事
務
所
、
創
価
学
会
牧
の
原

支

部
チ

ャ
リ

テ
ィ
実
行
委

員
会

、
小

金
原

中
央
商
店
街
・
松
戸

市
消
防

団
小

金
方
面
隊
・
小
金
消

防
署
、

㈲
千

成
亭
、
増
田
福
子
、

中
野
秋

雄
、
木
村
倭
子
・
中

島
ミ
チ
子

、

常
盤
平
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
(

ツ
ピ

ー
、
泉
ヶ
丘
自
治
会

、
フ

ジ
ツ

ー

ル

㈱
、
古
ヶ
崎
第
二

保
育
所
第
十

回
卒
園
児
保
護
者
一
同
、
北
松
戸

保
育
所
父
母
会

教
育
関
係
へ
…
大
田
和
雄
、
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
㈱
、
森
田
登
、
京
葉

ガ
ス
㈱
、
㈱
川
久
、
松
戸
カ
ッ
パ

友
の
会
、
林
健
三
、
市
橋
順
雄
、

松
戸
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
、
大
野
新
一
郎
、
恩
田
威
明
、

斉
藤
実
、
渡
来
治
兵
衛
、
日
本
大

学
総
合
図
書
館

そ
の
他
…
荒
木
筆
義
、
千
葉
土

建
一
般
労
働
組
合
松
戸
支
部
、
東

京
電
力
㈱
松
戸
営
業
所
、
小
畑
建

設
㈱
・
㈱
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
一
級
建

築
士
事
務
所
・
㈲
田
中
電
気
工
務

店
・
㈱
大
出
水
道
・
渡
辺
電
機
水

道
㈱
・
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
エ
業

㈱
、
サ
ン
ラ

イ
ズ
ス
ト
リ

ー
ト

商

工

振
興
会
、
㈱
京
樽
、
生
泉

雅
浩
、

松
戸
東
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
、
松

戸
ロ

ー
タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
㈲
相
馬

小

金
原
サ
イ
ク
ル

、
咄
三

誠
会
、

松
戸
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
夫
人

の

会
、
松
戸
市
殿
平
賀
原
ノ

山
土
地

区
画

整
理
組
合
、

高
山
直
清
、
松

戸
公

産
㈱
、
松
戸
市

安
全
都
市
協

議
会
交
通
安
全

部
会

、
松
戸
交
通

安
全
母
の
会
、

㈱
富
士

銀
行
松
戸

支
店
・
安
田
火
災

海
上

保
険
㈱
松

戸
支
社
・
安
田
生

命
保
険
相
互
会

社
松

戸
支
社
・

安
田

信
託
銀
行
㈱

柏
支
店

(
敬
称

略
・
順
不

同
)

蠢
総
務
部
庶
務

課
庶
務
係

寄

付

あ

り

が

と

う

平
成
3
年
1
0月
1

日
～
4

年
3

月
3
1日
受
け
付
け

平
成
4
年
度都

営
八
柱
霊
園
の
公
募

公
募
数
:
二

般
埋
葬
場
所
百

四
十
三
ヵ

所
、
芝
生
埋
葬
場
所

七
ヵ
所
、
壁
型
埋
葬
場
所
二
百

八
十
ヵ
所
の

合
計
四
百
三
十
力

所
受

付
期

間
・
:
8
月
2
7日

團

~
9
月
4

日
窗
(
土
・
日
曜
日

を
除
く
)

受
付
時
間
・
:午
前
9

時
3
0分

~
幵一
時
3
0分
と
午
後
1
時
~
4

時
受
付
場
所
…
都
庁
第
二
本
庁

舎

一

階

ホ

ー
ル
(
新

宿
区
)

申

講

資

格
…

①

現
に

埋

葬
す

べ

き

遺

骨

が
あ

り

、

証
明

を

提

示
で

き

る

②
申

込

遺

骨
の

祭
祀

(
し
)
の

主

宰
者
(
法

人

を

除
く
)

で

あ

る

③

一
年

以

上

継

続
し

て

松

戸

市

内
(

都

内

か

ら
の

継
続

を

含

む
)

に

居

住

し
て

い

て

、

証
明

を

提

出
で

き

る

。
以

上

の

条
件

を

す

べ
て

満

た
し

て

い

る

こ

と必

要

書

類

…

①
居

住
の

証
明

健康 は自分でつく るもの(健康 増進センタ ーで)

=
住
民
票
ま
た
は
登
録
済

証
明

書
②
遺
骨
の
証
明
H
‥∽

埋
火
葬

許
可

証
印

都
営
納
骨
堂
の
使
用

券
、
ま
た
は
使
用
許
可

証
吻
収

蔵
証
明
書
圉
埋
蔵
証
明

書
の
い

ず
れ
か
一
つ

匣
受
付
期
間
中
に
必
要

書
類
と

四
十
一
円
切
手
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

※
公
開
抽
選
は
9

月
2
2日

㈹
午

前
1
0時
か
ら
都
庁
第
二

本
庁

舎
一
階
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

悪一
東
京
都
建
設
局
公
園
緑
地
部

霊
園
課
容
0
3
-
5
3
2
0
1
5

3
9
1

番 ＼ 一般埋葬場所

(1「Tf当たり)

芝生埋葬場所

(1「Tf当たり)

壁型埋葬場所

(1 ヵ所当たり)

使用料 69,000円 76,000円 435,000円

管理費 380円/ 年 620円/ 年 780円/ 年

日 程 表

期 日 曜日 時 間 内 容

9/10

各

木

曜

日

午前10時~

午後O 時30分

オリエンテーション・

生活習慣の見直し

17
午前9 時15分

~正午

血液検査、太らない食べ方

のポイント・正しい歩き方

24
午前10時~

午後1 時

私の適■( 調理実習)

※みそ汁持参 塩分を測定

10/1
午前10時~

正午

コレステロールについて

(医師の話)

8
午後1 時30分

~3 時
運動実技

15
午前10時~

午後1 時

組み合わせのいろいろ

(調理実習)

22
午前10時~

正午

減量体験談、

歩き方チェック

29
午前10時~

正午
私の工夫と0&A

11/5
午前9時15分

~午後1 時

血液検査 一計測

私の1食分再チェック(調理実習)

12
午前10時~

正午
終了式

歯
を
大
切
に

は
み
出
し
た
ら
お
取
り
替
え
だ
け
で
は
駄
目

-

歯
ブ
ラ
シ
の
寿
命
-

歯
と
歯
肉
の
健
康
を
考
え

る
と
、
歯
ブ
ラ

シ
の
交
換
時

期
は
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

歯

ブ
ラ
シ
は
、
毛
の
植
え

て
あ
る
部
分
を
裏
側
か
ら
見

て

、
毛
先
が
は
み
出
し
て

見

え
る
く
ら
い
に
毛
先

が
閧
い

て
き

た
ら
取
り
替
え
の
時
期

で
あ

る
こ

と
は
、
以
前
に
こ

の
欄
で
書
き
ま
し
た

。

実
は

、
歯
ブ
ラ

シ
の
交
換

時
期
の
判
断
基
準
に
は
、
も

う
一
つ
重
要
な
要
素
が
あ
る

の
で

す
。
そ
れ
は
、
衛
生
面
か

ら
見
た
歯
ブ
ラ
シ
の

寿
命
で

す
。歯

ブ
ラ
シ
は
、
細
菌
の
固

ま
り
で
あ

る
プ
ラ
ー
ク
を
取

り
除
く
た
め
の
道
具
で

す
。

も
し
、
こ

れ
ら
の
細
菌
が
歯

ブ
ラ

シ
で

繁
殖
し
た
と
す
る

と
、
口
の

中
に
細
菌
を
植
え

付
け
て
い

る
よ
う
な
も
の
で

す
。

衛
生
上
の
寿
命
は
I
ヵ
月

で
は
、
具
体
的
に
は
、
衛
生

面
か
ら
み
た
歯
ブ
ラ
シ
の
寿

命
は
ど
の
く
ら
い
な
の
で

し

ょ
う
か
。

哲
E
の
歯
ブ
ラ
シ
の
場
合
、

使
い
始
め
て

か
ら
四
週
間
く

ら
い
で
、
細
菌
汚
染
が
起
こ

り
細
菌
繁
殖
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

つ
ま
り
衛
生
上
の

観
点
か

ら
は
、

歯
ブ
ラ
シ
の

寿
命
は

約
一
ヵ
月
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ま
た

歯
ブ
ラ
シ
の
保
管
の

仕
方
も
、
清
潔
保
持
の
点
で

重
要
で
す
。

使
用
後
は
、
水
道
の

水
を

流
し
な
が
ら
、
毛
先
を
親
指

で

よ
く
し

ご
い
て

汚
れ
を
取

り
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
よ
く

水
を
き
っ
た
あ
と
、
毛
先
の

方
を
上
に
し
て
、
風
通
し
の

よ
い
と
こ

ろ
に
乾
燥
状
態
に

し
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ

う
。歯

ブ
ラ
シ
の
植
毛
部
に
キ

ャ
ッ
プ
を
す
る
人
が
い
ま
す

が
、こ

れ
は
、
か
え
っ
て
逆
効

果
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ま

り
勧
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
で

囗
を

い
つ
も
清
潔
に

、
明
る
い
毎

日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

(
松
戸
歯
科
医
師
会
)

汚れやすいところ

①歯肉と歯の間

(2)歯と 歯の間

③かみ合わせの面



平成4 年上半期(1 月~6 月) 消防概況

2.2日に1件の火災が発生
死
傷
者
は
9
人

火
災
の
あ
ら
ま
し

今
年
1

月
か
ら
6

月
末
日

ま

で
に
市
内
で

発
生
し
た
火
災
は

八
十
三
件
で

、
昨
年
同
期
の
百

六
件
と
比
べ
て
二
十
三
件
減
少

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
約
二
・

二
日
に
一
件
の

割
合
で

火
災
が

発
生
し
た
こ
と
に
な
り
、
過
去

五

年

間
の

同

期
間
で

比

べ
る

と

、
平
成
元

年
の
七
十
九
件
に

次
い
で
、
二
番
目
に
少
な
い

発

生
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
傷
者
は
九
人

(
昨
年
同
期
二
十
一
人
)
で
、
こ

の
う
ち
死
者
二
人
(
同
四
人
)
、

負
傷
者
七
人
(
同
十
七
人
)
と
、

ど
ち
ら
も
昨
年
同
期
に
比
べ
減

少
し
て
い
ま
す
。

火
災
の
原
因
の
う
ち
、
一
番

多
い
の
が
「
放
火
」
に
よ
る
も

の
十
三
件
で

、
二

番
目
は
寝
た

ば
こ
や
投
げ
捨
て

な
ど
に
よ
る

「
た
ば
こ
」
十
一
件
、
「
放
火
の

疑
い

」
、
「
た
き
火
」
が
そ
れ

ぞ

れ
九
件
、
油
な
べ
の
消
し
忘
れ

な
ど
に
よ

る
「
こ

ん
ろ
」
が
八

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放

火

さ

れ

な

い
た

め

に

放
火
は
火
災
原
因

の
ト
ッ

プ

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を

防
ぐ
た
め
、

▽
家
の
周
り
に
新
聞
紙
な
ど
、

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

▽
家
の
周
囲
を
外
灯
な
ど
で
な

る
べ
く
明
る
く
し
て
お
く

マ
ご
み
は
収
集
日
の
朝
、
ご
み

の
集
積
所
に
出
す

な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

建

物

火

災

が
7
0
%

火
災
を
種
別
ご
と
に
見
て
み

る
と

、
建
物
火
災
が
五
十
七
件

と

全
体
の
約
六
九
%
(

昨
年
同

期
七

十
四

件
、

全
体

の

約
七

〇
%
)

を
占
め
、
車
両
火
災
が

九
件
、
枯
れ
草
な
ど
が
燃
え
た

と
い
っ
た
、
そ
の

他
の
火
災
が

十
七
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出 火 原 因

1 放 火 13(10) 件

2 たばこ 11(9) 件

3 放火の疑い 9(12) 件

4 たき火 9(2) 件

5 こんろ 8(14) 件

※() 内数字は昨年同期のもの

火災 による損害

建物焼損棟数77(119) 棟

全 焼12(20) 棟

半焼5(7) 棟

部分焼60(92) 棟

火災損害額1 億6530 万3000円

(4 億5169万4000 円)

※() 内数字は昨年同期のもの

救
急
車
5
2分
に
一
回
出
場

救
急
活
動
の
あ
ら
ま
し

救
急
活
動
の

実
施
状
況
は

、

救

急
車
の
出
場
件
数
が
五
千
六

十
一
件
、
搬
送
さ
れ
た
人
が
四

千
七
百
八
十
九
人
で
、
昨
年
同

期
と
比
べ
る
と
、
五
十
件
(
一
・

〇
%
)
、
百
二
十
五
人
(
二
・
五

%
)
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ

れ
は
、
一
日
平
均
二
十
八

件
、
お
よ
そ
五
十
二
分
に
一
回

の
割
合
で
救
急
車
が
出
場
し
た

こ

と
に

な
り
、
昨
年
と
ほ

ぼ
同

じ
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、
市
民
九
十
六
人
に
一

人
が
救
急
車
で

医
療
機
関
へ
搬

送
さ
れ
た
こ

と
に

な
り
ま
す
。

救
急

出
場
件
数
(
事
故
種
別
)

訓練も真剣です( 消防訓練センターで訓練を行う 、レ スキュー隊・市 政見学会で)

半
年
で
2
7人
を
救
助

救
助
の
あ
ら
ま
し

火
災
や
交
通
事
故
な
ど
で
レ

ス
キ
ュ
ー
隊
が
救
助
出
場
し
た

件
数
は
九
十
五
件
で
、
昨
年
同

期
に
比
べ
三
十
七
件
(
三
八
・

九
%
)
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
火
災
、
交
通
事
故
へ
の

出
場
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

全
出
場
の
う
ち
、
最
も
多
い

の
が
火
災
現
場
へ
の

出
場
で
、

五
十
二
件
(
五
四
・
七
%
)
、
ま

た
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
救
助
さ

れ
た
人
は
二
十
七
人
(

昨
年
同

期
四
十
五
人
)
に

な
っ
て
い
ま

す
。

頸

消
防
局
救
急
防
災
課
四
6
3
-

1
1
1
1

内
線
2
1
6
番

私たちが救急を担当し ています( 中央消防署)

胡
録
台

今
井

晶
子
ち
ゃ
ん

二
郎
さ
ん

火
災
や
救
急
と
い
う
と
、

自
分
と
は
関
係
が
な
い
こ
と

の
よ
う
に
、
つ
い
思
い
が
ち

で
す
ね
。

で
も
、
災
い
は
い
つ
や
っ

て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

自
分
た
ち
で

も
気
を
付
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
子
た
ち
が
安
全
に
、

安
心
し
て
遊
べ
る
街
を
、
願

っ
て
い
ま
す
。

生ごみはしつかり水切りを

8
月
は

ご
み
の
分
別
強
化
月
間
で
す

8
月
1
5日
田

の
ご
み

・
し
尿

の
収

集
は
、
お

休
み
で

す
。

悪
清
掃
第
一
課
業
務
係

商

売

上
の
悩

み

を
一
挙

解
消

「
商
人

よ
ろ

ず
相
談

」
(経
営

融

資

相
談

改
め
)

今
ま
で

ご
利
用
い

た
だ
い
て

い
た
経
営
融
資
相
談
が
、
商
人

(
あ
き
ん
ど
)
よ
ろ
ず
相
談
と
名

称
を
変
え

、
内
容
も
一
層
充
実

し
ま
し
た
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日

程
…
8

月
1
9日
圉
午

前
1
0時
~
午
後
4

時
=
市
民
相

談
コ

ー
ナ

ー
、
9

月
2
日
團
午

前
1
0時
3
0分
~

午
後
3
時
3
0分

=
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ

ー※
今
後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

偶
数
月
2
0日
号
広
報
ま
つ

ど

「
相
談
の
ご
案
内
」
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

相

談
員
:
公

認
会
計
士
・
中

村
真
智
氏
、
税
理
士
・
下
山
誠

氏
、
同
・
地
曳
一
夫
氏
、
同
・

山
本
巖
氏
、
商
工

課
振
興
係
員

内
容
…
経
営
上
の
コ

ン
サ
ル

テ

ィ
ン
グ
、
融
資
相
談
、
商
店

会
に

関
す
る
こ
と
、
税
務
相
談
、

法
人

設
立
に
つ
い
て
、
そ
の

他

経
営
に
関
す
る
こ
と

費
用
…
無
料

膸
商
工
課
振
興
係

千

葉
人

材
銀

行
へ

登
録

を

専
門
・
技
術
的
職
業
お
よ
び

管
理
職
経
験
者
の

職
業
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

登
録
く
だ

さ
い

。

黯
千
葉
人
材
銀
行
容
0
4
3
-
2
2
4
-

2
3
1
8

番

国
民

年
金

保
険

料
免

除
の

申

請
は
お
済
み
で
す
か

次
の
よ
う
な
人
(

任
意
加
入

者
を
除
く
)

が
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
、
一
年
以
内
の
期
間

で

保
険
料
の
納
付

が
免
除
さ
れ

ま
す
。
①
営
業
不
振
な
ど
で

所

得
が
な
く
、
生
活
に
困
っ
て
い

る
人

②
病
気
・
け

が
な
ど
で

経

済
的
に
困
っ
て
い
る
人

③
保
険

料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
特

別
の
理
由
が
あ
る
人
な
ど

※
申
請
時
に
、
平
成
4

年
度
の

所
得
申
告
が
済
ん
で
い

な
い

人
は
、
市
民
税
課
へ
至
急
申

告
し
、
そ
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い

。

X
1
月
2

日
以

降
に
本
市
に
転

入
し
た
人
は

、
前
住
所
地
で

の
申
告
書
の
写
し
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い

。

蠢

国
民
年
金
課
保
険
料
係

こ
の
子
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

に

救急出場件数
5,061件
(100%)

急病

2,733件

(54.0%)

一般負傷

186件(9.6%)

交通事故

1,019件

(20.3%)

气その他

823件

(16.1%)



健

康
な
と
き
は
自
分
の

体
に

つ
い
て
注
意
を
怠
り
が
ち
。
歯

も
何
か
徴
候
が
な
い
と
関
心
を

持
た
な
い
も
の
で
す

。

し
か
し
、
例
え

ば
歯
槽
膿
漏

(
の
う
ろ
う
)
な
ど
、
静
か
に
進

行
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て

気
付
い
た
と
き
に
は
、
か

な
り
進
行
し
て
い
た
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
す
。

ぜ
ひ

予
防
を
心
掛
け
、
一
生

自
分
の
歯
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
…
平
成
4
年
4

月
1
日

~
5
年
3

月
3
1日
の
間
に

、
四

十
歳
・
四
十
五
歳
・
五
十
歳
・

五
十
五
歳
・
六
十
歳
に
な
る
人

内

容
・
:
口

腔
(
く

う
)
内

診

査

、
相
談
、
指
導

費
用
・
:無
料

期
間
…
平
成
5
年
3

月
末
日

ま
で

惠
下
表
の
診
査
実

施
医
療
機
関

に

電
話
で

予
約
し
て

く
だ
さ
り

※
該
当

者
に
は

受
診
券
を
郵
送

し
ま
し
た
の
で

、
そ
れ
を
持

っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
を
な
く
し
て
も
受
け

ら
れ
ま
す
の
で

、
各
医
療
機

関
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

醋

健
康
管
理
課
保
健
計
画
係

一生自分の歯で食べよう

成人歯科健康診査

定期的なチェックが大切です

成人歯科健康診査受託歯科医療機関一覧表( 順不同)

医 療 機 関 名 電話番号 医 療 機 関 名 電話番号 医 療 機 関 名 電話番号

松

戸 明

地

区

平 岡 歯 科 医 院 64-6666 大 塚 歯 科 医 院 66-2679 福 武 歯 科 医 院 64-7363

皓 歯クリ ニッ ク 67-2350 松戸歯科クリニック 67-6520 ozDENTALCLIN1C 63-0100
明 石 歯 科 医 院 65-3712 平 山 歯 科 医 院 67-9631 北 村 歯 科 診 療 室 68-2371

森 歯 科 医 院 62-2700 小根本歯科クリニック 63-1771 南 花 島 歯 科 診 療 所 65-3796

北 原 歯 科 医 院 67-5001 松戸デンタルクリニツク 64-5308 平 岡 歯 科 医 院 68-8200

小 泉 歯 科 医 院 65-2233 植 田 歯 科 医 院 62-3142 富 永 歯 科 医 院 63-2737

佐 藤 歯 科 医 院 67-1548 大 山 口 歯 科 医 院 62-5992 藤 歯 科 医 院 68-3260

宮 本 歯 科 医 院 62-2876 宇 津 見 歯 科 医 院 62-8688 歯 科 浜 松 医 院 66-0260

小林歯科クリニック 64-1616 兼坂歯科野菊野診療所 66-1887 ハ ナ ワ 歯 科 医 院 68-8040
武 田 歯 科 医 院 65-2232 小 山 歯 科 医 院 67-1053 シ ユ ン 歯 科 医 院 65-3823
昭 和 歯 科 医 院 63-5221 岡 野 歯 科 医 院 63-4631 稔 台 歯 科 医 院 67-6607

ス ギ タ 歯 科 医 院 65-3945 加藤歯科クリニック 63-4182 砂 長 歯 科 医 院 62-0873

宇 佐 美 歯 科 医 院 62-5207 高 田 歯 科 医 院 63-6807 江 熊 歯 科 医 院 65-3979

斉藤デンタルクリニツク 68-2551 町 山 歯 科 医 院 62-3000 芦 田 歯 科 医 院 62-3446

嶋崎歯科クリニック 64-6675 青山デンタルクリニツク 67-8151 中 村 歯 科 医 院 61-7736

東部矢切地区区

大 橋 歯 科 医 院 62-7506 瀬 畑 歯 科 医 院 67-0120 森歯科二十世紀ヶ丘診療所 68-8336
長 島 歯 科 医 院 63-3321 本 山 歯 科 医 院 62-4973 植田歯科クリニック 92-5665

オ コ ヒ ラ 歯 科 医 院 65-4180 佐 々 木 歯 科 医 院 68-9920 中村デンタルクリニツク 91-6683

常

盤

平

五

香

地

区

吉 田 歯 科 医 院 92-0333 追 立 歯 科 医 院 87-5457 やばしら歯科医院 85-3591

森 元 歯 科 医 院 86-6811 平 賀 歯 科 医 院 87-7714 柳 沼 歯 科 医 院 85-3399

ニトリ歯科クリニック 87-1182 五 香 歯 科 医 院 84-7556 岩 井 歯 科 医 院 85-2696

小谷グリ ーン歯科医院 86-2738 三 徳 歯 科 医 院 86-4182 新 井 歯 科 医 院 84-7708

有 井 歯 科 医 院 85-5245 恩田歯科クリニック 86-6482 宮嶋歯科医院 87-0068

福 島 歯 科 医, 院 87-1096 フアミリーデンタルクリニツク 88-9391 大 越 歯 科 医 院 85-5164

ゆ う か り 歯 科 医 院 88-0620 歯 科 杉 田 医 院 87-5535 脇 谷 歯 科 医 院 85-2502

河 上 歯 科 医 院 88-1654 原 歯 科 医 院 87-8197 大 久 保 歯 科 診 療 所 84-1982

桜 井 歯 科 医 院 84-1378 東 歯 科 医 院 88-1498 長 坂 歯 科 医 院 85-3788
常 盤 平 歯 科 医 院 84-1220 成 島 歯 科 医 院 87-0894 高 橋 歯 科 医 院 87-2679
浜 野 歯 科 医 院 87-3601 戸 原 歯 科 医 院 87-8640 松 飛 台 歯 科 医 院 84-2862
片 山 歯 科 医 院 87-2916 牧 の 原 斉 藤歯 科 医 院 85-2788 高 柳 歯 科 医 院

0471
91-4950

山 崎 歯 科 医 院 87-3788 後 藤 歯 科 医 院 84-7566 山 本 歯 科 医 院 89-8841

やばしら歯科駅ビル 84-4182 橋 本 歯 科 医 院 84-7266 野 本 歯 科 医 院 86-3055

馬橋
新松
戸

地区

東 風 歯 科 医 院 41-3219 八ヶ崎斉藤歯科医院 42-5143 小 谷 歯 科 医 院 45-2815
本 間 歯 科 医 院 41-3045 石 崎 歯 科 医 院 44-4128 長岡デンタルクリニツク 44-1391

け い あ い 歯 科 医 院 43-5577 中 和 倉 歯 科 医 院 41-6290 小児歯科ポプラ診療室 45-8941
金 子 医 院 42-9812 佐藤歯科クリニック 42-1834 よ こ 山 歯 科 医 院 46-4789
恩 田 歯 科 医 院 43-2325 新 松 戸 歯 科 医 院 45-1536 新松戸 総合歯科診療所 44-6320
神 谷 歯 科 医 院 43-8958 く ら も ち 歯 科 医 院 43-1224 高橋歯科クリニック 44-5162
白 石 歯 科 医 院 43-5711 と う な い 歯 科 医 院 46-3213

小金小金原

地
区

岡 田 歯 科 医 院 41-1460 半 田 歯 科 医 院 44-5280 国 谷 歯 科 医 院 45-0056
横 山 歯 科 医 院 43-4585 北 小 金 歯 科 医 院 42-0112 栗ヶ 沢歯 科医 院 43-6956
吉 田 歯 科ク リ ニッ ク 43-3592 平 井 歯 科 医 院 41-6451 ハ ヤ カ ワ 歯 科 医 院 46-3535

サ カ タ 歯 科 医 院 43-7320 渡辺歯科クリニック 44-7734 斉 藤 歯 科 医 院 43-1325
生 木 歯 科 医 院 44-6326 宮 坂 歯 科 医 院 41-2857 藤 井 歯 科 医 院 45-0418

小 金 原 歯 科 医 院 46-6408 きよしヶ丘歯科診療所 43-6862 外 苑 歯 科 松戸 診 療 所 43-0224

塙 歯 科 医 院 42-1070 伊 藤 歯 科 医 院 43-6900 殿 平 賀 歯 科 医 院 41-7576

谷 津 歯 科 医 院 43-2020

期 日 内 容 開演時間

8/8( ±) 専修大学松戸高校 吹奏楽の夕 18:00

12團
ナイジェリフフ国立民族舞踊団

コンサート ☆
14:00 ・18:30

18(火) 夏休み子ども映画大会 10:00 ・14:00

23(日) 白ばら夏休み親子映画会 9:45 ・13:15

9/4 吻 さとう宗幸 野の花コンサート ☆ 18:30

月 曜 日は休 館。☆印 のつい て いる 催し 物は 有料 です 。

蠢 市 民 会 館068-1237~8 番

市
民
会

館

市
民
劇
場

期 日 内 容 開演時間

8/7c
各大学ロックバンドコン

サート
17:00

1咽 健康カラオケコンテスト 18:30

23日 コンサート 18:30

29(土)
田中学院シティサウンズ

発表会
13:00

30(日) エレクト ーン発表会 14:30

9/5C 土)
篠宮美紀新曲発表会・カ

ラオケ ☆
10:00

6(日) カラオケ教室発表会 16:30

月曜 日 は休 館。 ☆印 のつ いて いる 催し 物 は有 料で す。

譱]市 民 劇 場068-0070 番

期 間 8/14c まで 8/15C土)~28廁 8/29C土)~9/4R

東

杉野押花松戸教室

「アトリエ敏」

作品展

JA 松戸市

写真倶楽部

作品展 稔台文化祭

油彩・水彩・版画

作 品 展西
照美会

水墨画展
白塚郷子個展

社会教育課成人教育係S66-7462 番

松
戸
駅
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー

期 間 内 容

8/9( 日)まで 平和パネル展

8/25 ㈲~30( 日)・ 朴山書展

9/1C 火卜6( 日) レンガの会スケッチ展

月曜日は休館。開館時間…午前10時~午後6 時

圜文化ホール2567 ―7810番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

期 日 時 間 会 場 費用 対象

8/5 ≪0 午後3 時

S

4 時

図書館本館

無

料

3～9歳くらい

6附 小金原市民センター

7廊 馬橋市民センター

26伽
午前10時~11時 ※アオギリ 公園( 新松戸)

午後3時~4 時 図書館本館

27困
午前10時~11時 豪嶋谷台児童公園(三ケ月)

午後3時~4 時 稔台市民センター

9/3W
午後3時~4 時

古ケ崎市民センター

4廁 小金北市民センター

※は雨天中止です。
でんわおはなしキャラバン063-9999 番
圜市立図書館S65-5115 番

戸
定
歴
史
館

期 間 内 容

9/27 日 まで 徳川昭武の生 涯

月曜日は休館。入館料…大人51円・小中学生20円
[閲]戸定歴史館ff62―2050番

千

葉

県

老

人

大

学

校

の

新

校

名

を

募

集

明

る
く

生

き

生

き
と

し

て

高

齢

者
の

学
習

機

関

と
し

て

イ
メ

ー
ジ
で

き
る

新

校

名

を
募

集

し

ま

す

。

募

集

期

限
8

月
2
0
日

團

校

名

の

決

定
9

月

下

旬

匣
ハ
ガ
キ
に
校
名
(
特
に
理
由

が
あ

れ

ば

記
入
)
・
住

所
・
氏
名
・

年
齢

・

性
別

・
電

話

番

号
を

記

入

し

、

〒
2
6
0
-
9
1
千

葉

市

中
央

区

市

場

町

一
-

一
千

葉

県

社
会

部

高
齢

者

福

祉

課
(

昔

喝
1
2
2
3

1
【
/
】‐
り
(ｕ
Q
り
番
)

へ

や

め

ま

し

ょ

う

産

業

廃

棄

物

の

不

法

投

棄

産

業
廃

棄

物

を
不

法

に

投

棄

す

る

と
、

法

律

に
よ

っ
て

処

罰

さ

れ

ま
す

。

例
え

ば
、

湿

地

な

ど
を

残

土

で

埋

め

立
て

を

す

る

契
約

を

結

び

な

が
ら

、
コ

ン

ク
リ

ー
ト

片

や

汚

泥
な

ど

の

産

業

廃

棄
物

を

投

げ

捨
て

る
な

ど

の

行
為

が

該

当

し

ま

す

。
こ

の

種
の

苦

情

や

相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

土
地
の
管
理
者
は
、
安
易
な

契
約
を
し
な
い

、
契
約
し
た
場

合
は

管
理
監
督
を
十
分
に
し
て

く
だ
さ
い
。

崑
柏
保
健
所
容
0
4
7
1
-
6
7

-
1
2
5
5

番

刑

務
官

採
用

試
験

受
付
期
間
8

月
2
1日
窗
～
9

月
3
日
團

受
験
資
格
昭

和
3
8

年
4

月
2
日
~
5
0
年
4
月
1

日

生
ま
れ
の
人

試
験
日

第
一
次

=
1
0月
1
1日
㈲
、
第
二
次
試
験

1
0月
い‥一
日

㈲
・
1
2日
側

題

千

葉
刑
務

所
庶

務
課
{一一
0
4
3

-
2
3
1
-
1
1
9
1内
線
2
0
7
番

手
賀
沼

の

水
を

調

べ
よ

う

手
賀
沼

親

水
広

場
の

相
談

室

8
月
7

日
～
2
8
日

の

金
曜

日

、
9
日
・
2
3日
の
日
曜
日
、

午
前
1
0時
~
正

午
と
午
後
2

時

~
4

時

会
揚
手
賀
沼
親
水
広

場
{一一
〇
4
7
1
-
8
4
1
0
5
[
D

5
番

道 はくらしの中を走っています

道路は広く、美しく、安全でありたいものです。道路を正しく利

用し、道路を大切にする気持ちを持ちたいものです。

[囎道路課

8月は「道路を守る月間」8月10日は「道の日」



夏
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

8
月
3
0
日

㈲
午

前
8

時
3
0
分

か

ら

会

場
栗

ヶ
沢

公

園
庭

球

場

対

象
市

内
在

住

・

在

勤
・

在

ク
ラ

ブ

の

社
会

人

種

目
一

般

・
成

年

・

壮

年
男

女

費
用

一
チ

ー
ム

二

千
円

圃
8

月
1
4
日

窗
ま

で

に

、

振
込

用

紙
で

〒
2
7
0松

戸
市

小

金

原
六

-

九
-

一
-

四

〇
二

軟

式

庭

球

連

盟

・
小

倉
(

酋
4
5
-
0
8
9

9

番
)

へ

市

民

混

合

ダ

ブ

ル

ス

大

会

(
テ

ニ

ス
)

9
月
1
3
日

㈲
・
1
1
一
月
1

日

㈲

、

午

前
8

時
4
0
分

集
合

会

楊
栗

ヶ

沢
公

園

庭

球

場

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

者

種

目

一

般
混

合

ダ

ブ
ル

ス

、

家
族

混

合

ダ

ブ

ル

ス

、
八

十

歳
以

上
・
百

歳
以

上

(
と

も
に

ペ

ア
の

合
計

年

齢
)
、

〔
男

性

同
士

は

不
可

〕

費

用

一

組

千
五

百

円

圃
8

月
1
5
日

出

必

着
で

、

所

定

の

申
込

用

紙
で

、
〒
一
…
J松

戸

市

小

金
原

一
上

〒

一
松

戸

市
テ

ニ
ス

協
会

・

平

木
(

≪
4
8
-
6

7
8
4

番
)

へ

ソ

フ
ト

ボ
ー
ル

教
室

8
月
1
6日

㈲
午
前
9

時
~
正

午

会
場
小
金
原
中
央
公
園

対
象
市
内
在
住
者

費
用
二
百

円圉
当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
四
4
3

-
6
6
0
8

番

タ

ー
ゲ
ッ

ト

バ
ー
ド

ゴ
ル

フ

教

室8
月
3
0日
㈲
・
9
月
6

日
収
、

午
前
9
時
~

正
午

会
揚
常
盤

平
第
一
小
学
校

費
用
無
料

圉

当
日
会
場
で

蠢
体
育
指
導
委
員
・
横
山
四
8
6

-
8
3
3
3

番

ス
ポ
ー
ツ

夏

休

み

ロ

ー

ラ

ー

ス

ケ

ー

ト

教

室8
月

中

の
金

曜
日
(
全
四

回

、

午

後
6

時
~
8

時

対

象

ど
な

た
で

も
(

幼

児

は

親
同

伴
)

会
場
サ
ニ
ー
ン
ド
費
用
二

千

円
(

貸

靴

代

別
)

惠

当
日

会

場
で

蠢
千
葉
県
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
卜

連

盟

松
戸

ク
ラ

ブ

・
風

巻
・
1
6
4

1
6
3
8
0

番

暑
さ
な
ん
か

へ
っ

ち
ゃ

ら
さ

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(7 月1日現在)

O 人口461,57 日人(+44 日)

男234.878日人(+273)

女226,70 〔〕人(+175)

O 世帯16 日,443(+3 日0)

囗
は
前
月
比

三
歳

児
健

康

診
査

対
象
平
成
元
年
4

月
生
ま
れ

の
幼
児

健
診
日
8

月
1
8日
㈹

・
2
5日

㈹

会
場
松
戸

保
健
所

※
郵
送
さ
れ
た
健
康
診
査
票
に

記
入
し
て
、
決
め
ら
れ
た
日

時
に

お
い
で
く
だ
さ
い

。
健

康
診
査
票
が
届
か
な
い
場
合

は
、
左
記
項
目
を
記
入
し
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

市

立

病

院

皮

膚

科

外

来

が

休

診

に8

月
1
7

日

側
~
1
9

日

困

、
9

月
2
1
日

㈲
~
2
2

日

㈹

の

皮

膚

科

外

来

は

、

医

師

の

都

合

に

よ

り

休

診

に

な

り

ま

す

。

蠢

市

立

病

院

皮

膚

科

外

来

四
6
3

-
(
‥
/
?上
7
1

内

線
1
1
[
D
9

【
】番

療

育

相

談

8

月
6

日

團

午

後
1

時
~
1

時
3
0
分

会

場

松

戸

保

健

所

こ

き
ほ
う

対

象

乳

児

の

股

関

節

脱

臼

検

診

米

受

診

者

と

整

形

外

科

領

域

の

診

察

・

相

談

を

希

望

す

る

十

八

歳

未

満

の

人

圃

雹

話

で

松

戸

保

健

所

保

健

指

導

課

一`
6
1
-
2
1
2
1

番

へ

愛
の
献
血

期日 場所

8/1200 松戸市役所

鐡土) 伊勢丹松戸店前

保
健
衛
生

時
間
午
前
1
0時
~
午
後
4
時

熈
健
康
管
理
課
業
務
係

洗
剤
は
石
け
ん
な
ど

無
リ
ン
の
も
の
を

使
お
う

周
一
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

｀

6
1
1
(乙
1
9
(一
1
番

講
座
・
講
演

動

く

物

価

教

室
(

バ

ス

で

生

産

流

通

施

設

見

学
)

9

月
1
7
日

困

午

前
9

時
3
0
分

に

西

船

橋
駅

集

合

見

学
先

宝

酒

造
~

東

京

エ
ア

カ

ー

ゴ

シ
テ

ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
対
象
十
八
歳

以

上

の

県

内
在

住

者

費

用
無

料
(

集

合

場
所

ま

で

の

交

通
費

は

自

己

負

担
)

圉
8

月
3
1
日

囲

必

着
で

、

往
復

ハ
ガ
キ
(
一
人
一
枚
)
に
、
住
所
・

氏

名

・

年

齢

・
電

話

番

号

・

参

加
経

験

の

有

無
を

記

入
し

、
〒

2
6
0
-肌

千

葉
中

央

郵

便

局
私

書

箱
四

〇

号

予

葉
県

庁

県

民

生
活

課
企

画

調

整

係
(

≪
0
4
3
-
2
2
3
-

2
2
9
9

番
)

へ

ふ

れ
あ

い
教
室
(
英
会

話
)

9
月
9
日
~
1
2
月
2
日
の
毎

週
水
曜
日
(

全
十
二
回
、
9
月

2
3日
を
除
く
)
、
午
後
6
時
3
0分

~
8
時
3
0分

会
揚
勤
労
会
館

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労

者

定

員
二
十
人

費
用
テ
キ

ス
ト
代
二
千
三
十
九
円

匣
8

月
1
2日
團
〔
消
印
有
効
〕ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
・
教
室
名
(
英
会
話
)
を
明

記
し

、
〒
2
7
1
松
戸

市
根
本
三
八

七
-
五
松
戸
市
役
所
商
工
課
労

政
係
(
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
)
へ

8
月
9
日
ま
で

食
品
衛
生
週
間

親
子
木

工
教

室

8
月
2
3日

㈲
午
前
9

時
3
0分

~
午

後
2
時

会
場
船
橋
県
民

の
森
集
い
の

広
場

定
員
三
十

組

費
用
五
百
円

持
ち
物
昼

食
・
手
袋

匣
髱
話
か
ハ
ガ
キ
で
、
〒
2
7
4
船

橋
市
大
神
保
五
八
六
上

一
船
橋

県

民
の

森
管

理
事

務
所
(

公

0
4
7
4
-
5
7
-
4
0
9
4
番
)

へ危

険
物

取
扱

者

保
安

講
習

会

9
月
2
4日
閑
、
午
前
=

給
油

取
扱

所
関
係
者
、
午
後
=
そ
の

他
の
人

会
場
流
山
文
化
会
館

対
象
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
持

っ
て
い
る
人
で
危
険
物
取
扱
作

業
に

従
事
し
て
い

る
人

費
用

講
習
手
数
料
四
千
円
(

千
葉
県

収
入

証
紙
を
申
請
書
に
貼
付
)

持
参
物
危
険
物
取
扱
者
免
状
、

印
鑑

匣
8

月
2
4日

㈲
～
2
8日
金
の

間

に

、
直
接
市
消
防
局
予
防
課
内

松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会
(

き

6
3
1
1
1
1
1
内
線
2
0
6
番
)
へ

シャクナゲ

千
葉
県
花
植
木
セ
ン
タ
ー
の
研
修
会
・
展
示
会

研修会
期 日 時 間 内 容

8/8( ±)

午後1 時

S

5 時

輹入 花き類今後の展望

22出 バラ の夏 季せん定

29山 植木の芽 接ぎ

9/5C 土) ト ルコ ギキョ ウの栽培

12出 フラワ ーフフレ ンジメント(1)

18愬 球根草花の育て方

26出 午前10時

~ 午後4 時
松の造形 法

30伽 午後1 時~5時 花き 施設栽培用土作り

会場

県
花
植
木
セ
ン
タ
ー
(
成
田

市
)

※9 月12日のフラ ワーフフレ ンジメント(1)は 、10日 前までに申し

込んでください。

展示 会

期 間 内 容

8/15出~16(日) 夏咲きエビネ・ギボウシ展

黯 県 花植 木セ ン ター00476-32-0237 番

身元をさがす相談所

日 時 会 場

8/31(1月)まで
午前9 時~午後4 時

(土・日曜日は除く)

県 警 本 部 鑑 識 課

O043-227-9131 番

8/21R
柏 警 察 署

00471-66-0110 番

相談の対象: 家出している人、犯罪の被害者または交通事故などに

あって死亡しているかもしれない人、旅行や働きに出

て、そのまま消息が分からなくなっている人

※相談の際には、当時の事情・服装などが分かる方々が、写真をお

持ちください。

[縢松戸警察署069-011.0番

あ

ん

ま

・

は

り

・

き

ゅ

う

施

術
奉

仕

8
月
3
0日

収
午
前
9

時
3
0分

か
ら

会
揚
総
合
福
祉
会
館
内

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

惠
8
月
1
5日
出
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
希
望

施
術
名
を
明
記
し
て
、
〒
2
7
1
松

戸
市
上
矢
切
二
九
九
-

一
総
合

福
祉
会
館
内
身
体

障
害
者
福
祉

セ
ン

タ
ー
へ

蠢
松
戸
市
視
覚
障
害
者
協
会
事

務
局
・
佐
倉
豊
8
7
-
3
4
2
9

番

戦時下の松戸まつど
今昔
写真館

昭和14年、根本町会で行われた防空演習で(恩田さ ん提供)昭和18年、自宅前の防空

ごう( 塚本さん提供)

昭和20年8 月15日、その日から満47年の歳月が流れようとしてい

ます。松戸市史によれば、市内でもこの大戦で1,052人の戦死者(昭和

27年現在、|日小金町含まず) が出ています。

市民の皆さんから寄せられた当時の写真の中からも、戦争が市民

生活へ大きく影響していたことがうかがえます。



ご参加ください 情報
近
く
の
木
陰
で
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ

白

ば
ら
夏

休
み

親
子

映
画

会

8
月
2
3日
㈲
午
前
9
時
3
0分

と
午
後
1
時
か
ら

会
揚
市
民

会
館

内
容
釣
り
キ
チ
三
平
・

ユ
ニ
コ
(
ア
ニ
メ
)

定
員
先
着

各
千
二
百
人
(

保
護
者
同
伴
の

こ
と
)

費
用
無
料

圜
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

と

も
し

び

読
書
会

8
月
2
0日
困

午
前
1
0時
~
正

午

会
揚
婦
人
会
館

テ
キ
ス

ト
「
収
容
所
(
ラ

ー
ゲ
リ
)
か
ら

の
遺
書
」
辺
見
じ
ゅ
ん
著

費

用
月
七
百
円
(
初
回
三
百

円
)

惠
電
話
で
山
口
四
4
4
-
7
7
6

1
番
へ

催
し

物

ゆ
う
ゆ
う
映
画
観
賞
会

会
揚
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対

象
市
内
在
住
の
六
十

歳
以
上
の
人
(
小
学
生
の
同
伴

可
)
・
八
十
人

費
用
無
料

茴
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

酋
8
6
1
0
2
0
1
番

「
ち
ば
ひ
ま
わ
り
号
」
の
参

加
者

・

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
募

集

1
0月
2
5日
㈲

行
き
先
江
ノ

島
(
水
族
館
ほ
か
)

定
員
障
害

者
百
五
十
人
、
同
伴
者
百
人

、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
百
五
十
人

費
用
大
人
四
千
円
、
学
生
三
千

五
百
円
、
小
学
生
二
千
五
百
円

匣
9
月
1
5
日
脚
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
で
障
害
者
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
区
別
を
明
記
の
う
え
、
〒
2
7
0

-
0
1流
山
市
下
花
輪
四
〇
九
東

葛
病
院
内

ひ
ま
わ
り
号
を
走

ら
せ

る
「
ち
ば
」
実
行
委
員
会

へ蠢
奥
村
四
4
6
-
9
4
8
9

番

(
午
前
1
0時
~

午
後
9
時
)

夏

休
み
/

楽

し
く

作

ろ
う

父

と

子
の

ク
ッ

キ

ン
グ
体

験

8
月
2
2日
出
午
前
1
0時
3
0分

~
午
後
o

時
3
0分

会
場
婦
人

会
館

内
容

ド
ラ
イ
カ
レ

ー
、

サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー
ツ

ー
ブ
ラ
マ

ン
ジ

エ

対

象
父
親
と
小
学
生

・
十
二
組
二
十
四
人
(

申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

費

用
一
組
千
五
百
円

圃
8

月
1
2日
團
必
着
で
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
本
町
一
白
-

一
〇

婦
人
会
館

(
f
t
6
4
-
8
7
7
8番
)
へ

消
防
団
の
訓
練

松
戸
市
消
防
団
夏
季
特
別

訓

練
大
会

8
月
2
5日
㈹
午
前
8
時
~
正

午
(雨
天
は
2
6日
困
に
延
期
)

会
揚
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー

内

容
消
防
操
法
競
技

※
「
わ
が
街
を
守
る
消
防
団
員

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
応
募

へ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

蠢
消
防
局
総
務
課
酋
6
3
-
1
1

1
1
内
線
3
1
2
番

健
康

カ
ラ

オ

ケ
コ

ン
テ

ス
ト

8
月
1
9日
困

午
後
6

時
開
演

会
場
市
民
劇

場

費
用
無
料

圜
健
康
カ
ラ

オ
ケ
普
及

会
・
冨

永
・
1
4
1
-
3
6
2
3番

戸
田

義
明

ピ
ア
ノ

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー
(
ピ
ア

ノ
コ

ン
サ

ー
ト
)

1
0月
9
日

窗
・
1
0日
出
、
午
後

6
時
3
0分
開
演

会
揚
市
民
劇

場

費
用
四
千
円

圜
川
崎

き
8
7
-
7
0
5
8
番

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
i
n
那
須

8
月
2
2日
出
~
2
4日
囲

場

所
栃
木

県
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
中
学
生
先
着
八
十
人

費

用
一
万
円

圃
8

月
1
0日
㈲
ま
で
に
、
参
加

費
を
持
参
し
松
戸

青
少
年
相
談

員
連
絡
協
議
会
事
務
局
(

市
役

所
こ
ど
も
課
内
)
へ

夏

休
み

こ
ど

も
映

画
大

会

8
月
1
8日

㈹
午
前
1
0時
～
正

午
と
午
後
2

時
～
4

時
の
二
回

会
場
市
民
会
館

内
容
「
は
れ

と
き
ど
き
ぶ
た
」「
ア
ン
パ
ン
マ

ン
と
ば
い
き
ん
ま
ん
」「
ひ
ろ
し

ま
エ
ノ
キ
」

対
象
小

・
中
学

生
と
保
護
者

費
用
無
料

定

員
各
先
着
千
二
百
人

践
こ
ど
も
課
育
成
係

心
掛
け
よ
う

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

ジ
ュ

ニ

ア
ソ

フ
ト
テ

ニ

ス

も

ぐ
ら

ク
ラ

ブ

①
小
一
か
ら
小
三

は
毎
週
日

曜
日
午
前
②
小
四
か
ら
小
六
は

日
曜
日

午
後

③
中
学
生
は
土
曜

日
午
後

会
場
高
塚
新
田

グ
ラ

ウ
ン
ド

費
用
小
嘗

告
一
百
円
・

中
学
生
五
百
円
(
月
額
)
、
入
会

金
二
千
円

圜
安
井

む
6
8
-
1
4
9
7
番

光
伸

歌
謡

サ

ー
ク

ル

①
第

丁

第
三
・
第
四
月
曜

日
、
午
後
6
時
~
9

時
②
第
二
・

第
四
日

曜
日

、
午
後
1

時
~
4

時

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
五
百
円
(
入
会
金

千
五
百
円
)

蠢
青
木

酋
8
4
-
4
7
7
9

番

(
夜
間
の
み
)

琢
心
門
空
手
教
室
(
小
学
生
)

毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
3
0分

～
午
後
O
時
3
0分

会
場
北
部

小
体
育
館

費
用
月
千
円
(
入

会
金
な
し
)

蠢
尾
山
四
6
2
-
5
0
6
9番

松

の
実
コ

ー

ラ
ス

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
~
午

後
1
時

会
場
勤
労
会
館

費

用
月
四
千
円
(
入
会
金
二
千
円
)

憇
稲
村

き
6
6
-
0
0
1
7
番

(
夜
間
の
み
)

サ
ー
ク
ル

松
戸
籐

サ

ー
ク

ル
友
の

会

第
一
・
第
三
火
曜
日
、
午
前

1
0時
~
正
午

会
揚
常
盤
平
市

民

セ
ン

タ
ー
別
館

費
用
月

千

七
百

五
十

円
(

入
会

金
千

円
)

蠢
高
嶋
四
8
6
-
8
6
7
6
番

松
戸
ダ

ン

ス
同

好
会

毎
週
木
曜
日

午
後
2

時
j
4

時

会
揚
婦
人
会
館

費
用
月

二
千
円
(

入
会
金
千
円
)

黷
日

暮
四
8
7
-
4
0
0
4
番

松
戸
女

声
合

唱
団

毎
週
火
曜
日

午
前
1
0時
~
午

後
O

時
3
0分

会
揚
市
民
会
館

音
楽

室

費
用
二
千
五
百
円

(
入
会
金
五
百
円
)

蠢
根
本
四
6
3
-
8
0
2
8
番

ホ
ー

ム
指
圧

・
指

友
会

第

丁

第
三
木
曜
日
、
午
後

1
時
~
4

時

会
揚
市
民
会
館

費
用
月
千
五
百
円
(

入
会
金
千

円
)

黯
宮
島
四
6
3
-
1
9
3
9
番

ア

ー
テ

ン
ポ
(

ジ
ャ
ズ

バ
レ

ー
)①

初
級
は
毎
週
土
曜
日

②
中

級
は
毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時

~
9
時

会
揚
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
①

一

回

三

百

円

(
入
会
金
な
し
)

②
月
四
千
円

(
入
会
金
二
千
円
)

蠢
下
久
保
四
4
2
-
9
9
8
3
番

松

戸

話

し

方

友

の

会

第

二

・

第
四

金

曜

日

、

午
後

6
時
4
5
分
~
9

時

会

場

市
民

会
館

費

用
月

五

百

円
(

入

会

金
千

円
)

蠢

小

林

四
8
6
-
3
7
1
0

番

燧

月

曜

会

第

一

月

曜
日

、

①
古

典

勉
強

会
=
午
前
1
0
時
3
0
分
~
正
午
②

短
歌

勉

強

会
=

午

後
1

時
~
5

時

会

場

勤
労

会

館

費
用

月

千

円
(
入

会

金
な

し
)

蠢

森

田

｀
4
3
-
3
6
0
6

番

表

千

家

茶

道

同

好

会

毎

週

水

曜
日

午

前
9

時
3
0
分

~
午

後
1

時

会

場
馬

橋
市

民

セ
ン

タ

ー

費
用

月

四

千

円

(
入

会

金

な
し
)

蠢

中

山

酋
4
4
-
1
1
2
7

番

松

踏

会
(

社

交

ダ

ン

ス
)

毎

週

火

曜
日

午

後
6

時
～
9

時

会

揚

婦
人

会

館
=

第

丁

第
三
火
曜
、
市
民
会
館
=
第
二
・

第

四

火

曜
日

費
用

月

二

千

五

百

円
(
入

会

金

千
円
)

蠢

小

室

四
6
3
-
3
5
2
4

番

新

松

戸

コ

ー

ル

マ

ミ

ー

毎
週

水

曜
日

午
前
1
0
時
~

正

午

会

揚

青

少

年
会

館

本

館

費
用

月

三

千

円
(
入

会

金

千
円
)

波
多
江
・
‘
4
5
-
4
6
1
0
番

ニ

ュ

ー

稔

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

(
社

交

ダ

ン

ス
)

毎
週

土

曜
日

午
後
6

時
~
9

時

会

場

稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

二

千

五
百

円
(

入

会

金

千
円
)

対

象

多
少

経

験

あ

る
人

固

古

島
・
‘
6
2
-
3
6
8
3

番

ゆ

う

か

り

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

毎
週

水

曜
日

午

後
1

時

～
5

時
会
場
金
ヶ
作
公
園
庭
球
場

費

用
月

二

千

円
(

入

会

金
二

千

円
)

蠢

高

杉
四
8
4
-
7
8
2
8

番

リ

ズ

ム

体

操

ク

ラ

ブ
(
女

性
)

毎
週

水

曜
日

午
前
9

時

Å
1
1
1

時

会

揚

常

盤
平

体

育

館

費

用
月

千

円
(
入

会

金

千

円
)

黯

山

本
四
6
3
-
6
9
2
3

番

フ

ラ

ワ

ー

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

(
社

交

ダ

ン

ス
)

毎
週

日

曜
日

午

後
7

時
か

ら

会

揚
古

ヶ

崎

市
民

セ

ン

タ

ー

費
用

月

三

千

円
(
入

会

金

千
円
)

蠢
小

原

四
6
2
1
9
2
1
5

番

松

戸

コ

ト

バ

の

会

第
二

木

曜
日

午
前
1
0
時
~

午

後
1

時

会

場
婦

人

会

館

費

用
月

五

百

円
(
入

会

金

な
し
)

圜

大

越
四
6
3
-
0
0
8
5

番

松

戸
ク

ロ
ッ

キ

ー
の
会

毎
週
金
曜
日
午
後
6

時
3
0分

~
8
時
4
5分

会
場
市
民
会
館

費
用
月
三
千
五
百
円
(
入
会
金

五
千
円
)

蠢
新
橋
四
6
3
-
6
8
2
7
番

茶

道
勉

強
会

第
二
木

曜
日
午
後
1

時
~
4

時

会
場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ

ー

費
用
月
千
円
(
入

会
金
な

し
)

蠢
斉
藤

酋
8
4
1
2
8
9
1

番

(
午
後
8

時
以
降
)

六

実
ペ

ン
習
字

サ

ー
ク

ル

第
一
・
第
三
木
曜
日

、
午
前

1
0時
~
正

午

会
揚
六
実
市
民

セ
ン
タ
ー

費
用
月
千
八
百
円

(
入
会
金
千
円
)

蠢
郡
司
四
8
4
j
4
3
9
0
番

8
月
1
9
日
は

バ
イ
ク
の
日

出
征
、
昭
和
1
8
年
(
小
嶋

さ
ん
提
供
)

国
防
婦
人
会
高
木
分
会
の
皆
さ
ん

(
山
口

さ
ん
提
供
)

古
い
写

真
を
お
貸
し

く
だ
さ

い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

蕎
広
報
課

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)・午後5時~午前9時

テレホンサービス……………………2366-0010 番

◆緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時

テレホンサービス……………………昔66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11 時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

8
/
7
鬯

午
後
1
時

か
ら

8
/
6
困

午
後
1
時

か
ら

日

時

水
戸
黄
門
漫

遊
記

殿
さ
ま
弥
次

喜
多

青
い
山
脈

作
品

名



この数なあに?

3.380

毎
日
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
、

い
ろ
い
ろ
な
届
け
出
を
す
る
た

め
に

市
役
所
を
訪
れ
ま
す
。

そ
の

中
で
も
特
に
幸
せ
そ
う

に
見
え

る
の
が
、
婚
姻
届
を
出

し
に
来
ら
れ
る
方
た
ち
。

「
婚
姻
届
は
、
カ
ッ
プ
ル
で

み
え
る
方
が
多
い
の
で
、
す
ぐ

分
か
り
ま
す
」
と
は
、
市
民
課

窓
口
の
職
員
の
声
。

市
内
で

、
平
成
3

年
度
中
に

結
婚
さ
れ
た
方
々
は
三
千
三
百

八
十
組
。
一
日
に
、
約
九
・
三

組
の
新
婚
さ
ん
が
誕
生
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に

十
年
前
、
昭
和
5
6年
度
の

婚

姻
件
数
は
二
千
七
百
九
十
件
で

し
た
。

経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た

現
代
社
会
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
き

方
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
各
種
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
晩
婚
化
や
非
婚
化

が
進
ん
で
い
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
大
多
数
の
人
に
と

っ
て
や
は
り
結
婚
は
幸
せ
の
象

徴
。市

民
課
の
窓
口
で
は
、
今
日

も
皆
さ
ん
の
幸
せ
を
結
ぶ
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

朽
ち
た
ホ
オ
ズ
キ
の
枝
に
カ

マ

キ
リ
が
一
匹

、
そ
ん
な
何
気

な
い
一
瞬
を
捕
ら
え
た
本
田

さ

ん
の

作
品
が
、
第
三
回
三
郷
市

写
真
展
で
大
賞
を
受
賞
し
た
。

「
家
の
近
く
の

空
き
地
で

撮

っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
ホ
オ
ズ

キ
は
前
か
ら
撮
っ
て
み
た
い

と

思
っ
て
い
た
ん
で

す
」

本
田
さ
ん
の
写
真
は
、
身
近

に
あ
る
自
然
を
題
材
と
し
た
も

の

が
多
い

。

「
若
い
こ
ろ
は
モ

デ
ル

撮
影

会
に
行
っ
た
り
し
て
た
ん
で
す

が
、
結
婚
し
て
か
ら
は
子

供
の

写
真
く
ら
い
し
か
撮
っ
て
い
な

か
っ
た
ん
で

す
」
と
い
う
本
田

三郷市写真展で
大賞を受賞した

本田守男さん

さ
ん

が
、
本
格
的
に
写
真
を
始

め
た
の
は
五
年
前
、
市
内
の

写

真
サ

ー
ク
ル

に
加
入

し
て

か

ら
。
そ
の
動
機
に
つ
い
て
は
、

「
子
供
も
大
き
く
な
っ
て
一
緒

に
出
掛
け
て
く
れ
な
く
な
っ
た

ん
で

」
と
笑
う
。

「
仲
間
や
指
導
し
て
く
だ
さ

る
先
生
が
い
た
か
ら
、
続
け
ら

れ
る
ん
で

す
。
一
人
で
は
と
て

も
…
」

そ
の
仲
間
と
撮
影
旅
行
に
出

掛
け
る
の

が
何
よ
り
の
楽
し
み

と
い
う
。

「
そ
う
遠
く
へ
行
く
わ
け
で

は
な
い
ん
で

す
が
、
い
い

条
件

の

場
面
に
出
会
う
と
う
れ
し
い

で

す
ね
」

本
田
さ
ん
は

今
ま
で
も
、
い

く
つ
か
の
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
で

入

賞
の
実
績
を
持
っ
て
い
る
。

「
作
品
を
パ
ネ
ル
に
し
て
知
り

合
い
に

贈
る
こ

と
も
あ
る
ん
で

す
が
、
け
っ
こ

う
喜
ん
で
も
ら

え

ま
す
」

こ

れ
か
ら
も
身
近
な

自
然
に

目
を
向
け
て
撮
り
続
け

た
い
と

い
う
本
田
さ
ん
。「
楽
し
ん
で
撮

れ
て

、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら

え
た
ら
そ
れ
で
い
い
で

す
ね
」

と
力
み
の
な
い
穏
や
か
な
笑
顔

を
み
せ

た
。

(
西
馬
橋
在
住
)

身近な自然を撮る

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮ったスナップ写真( 街の話題・

身近な出来事など) をお寄せください。採

用の方には記念品を差し上げます。

黯広報課

聖
徳
大
学
付
属
中
学
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
チ
ー
ム

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
に
出
演

華
や
か
な
演
技
が
観
客
の
目
を
ひ
き
つ
け
ま
し
た

チ
ー
ム
の
主
力
の
3
年
生
の
皆
さ
ん

聖徳大学付属中学校3 年

小宮 恵さん

7 月19日日、千葉マリンスタジフフムで行

われたプロ野球オールスターゲーム第2 戦

のオープニングイベントに、聖徳大学付属

中学校のバトントワリングチームガ出演し

ました。

42人の部員が織りなす華麗な演技に観客

もうつとり。これからのますますの活躍が

期待されます。

あ
ま
り
練
習
期
間
が
な
か
っ

た
の
で
、
毎
日

一
生
懸
命
練
習

し

ま
し
た
。

少
し
失
敗
も
し
た
け
れ
ど
、

大
勢
の
人
の
前
で
演
技
を
す
る

こ

と
が
で
き
、
と
て
も
よ
い
思

い
出
に

な
り
ま
し
た
。

こ

れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な

大
会
が
あ
る
の
で

、
み
ん
な
と

一
緒
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

私にも乗れるかな

毎 年恒 例の 「 常盤平 ふ れあい 広

場」 が 、7 月19 日 に常 盤平 駅 前の

け や き通り( 歩行 者 天国) で 行わ

れま した 。

来 年4 月1 日 に、 松戸 市が 市制

施行50 周年を 迎 える にあ たり 、今

年 は特 に「 松戸 市50 年を 祝う 」と

いう 主 旨で 、市と タ イフフツプ した

催し 物も 盛り だく さ ん。

夏の太陽の下、「ちびっ子乗馬

コ ーナ ー」や「音 楽パレ ード 」、「 子

ども みこ し 」な どで 、たく さ ん の

家 族 連れや 、子 供 たち が楽し み ま

し た。

大勢の人が楽しく過しまし た

市 制50 年 を 祝 っ て

常盤平ふれあい広場 緑
の
街
が
大
に
ぎ
わ
い

受
賞
作
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